
くさつ市議会だより No.141�

審議された主な議案

　平成23年10月草津市議会定例会を10月19日から11月14日まで開き、条例案、補正予算等の議案27件が
市長から提出されました。なお、議員からは、意見書3件を提出し、請願1件が紹介提出されました。

〈主なもの〉
○財政調整基金への積立金（1億9,413万2千円の増額）
　�法律の定めにより、平成22年度決算の実質収支額（黒字額：3億8,826万4千円）の1／2にあたる1億9,413万
2千円を財政調整基金に積立てました。市では様々な目的のために資金（基金）の積み立てを行っています。財政
調整基金は、経済事情の著しい変動や災害等により、年度間の財源に不均衡が生じたときに調整するための基金
であり、市財政の健全運営を担っています。

○健康増進のための予防接種費と検診費（6,586万4千円の増額）

◦�日本脳炎の予防接種については、重篤な副反応の事例があったため平成17年度から21年度初めまで接種が控え
られていましたが、新ワクチンの使用開始により当時接種機会を逃した方の接種数が大幅に増加しているため、ワ
クチン費を市が追加負担します。

◦�肝炎ウイルス検診と大腸がん検診を４０歳以上の人に実施していますが、受診率の向上と疾病の早期発見・早期治
療のため、市と県、国の負担により対象者に無料クーポンを送付します。

　≪対象者≫肝炎ウイルス検診：�４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５・８０歳（平成24年3月31日現在の年齢）で
これまでに草津市肝炎ウイルス検診を受けたことのない人

　　　　　　大 腸 が ん 検 診：４０・４５・５０・５５・６０歳（平成23年4月1日現在の年齢）の人

【議第７０号】平成23年度草津市一般会計補正予算案を
可決しました（３億９，４８２万７千円の増額補正）

　草津栗東休日急病診療所（大路2丁目11–51）は、日曜、祝日、年末年始における診療を行っています。昨年
度は一診制で実施してきましたが、今年4月から、草津市小児救急医療センターにおいて医師が確保できなかったこ
とを補うため、草津栗東医師会の協力をいただき、10時～15時まで小児科医師を配置し、小児科と内科の二診制に
変更しました。さらに11月３日からは、守山野洲医師会の協力をいただき、15時～20時までの時間についても小児
科と内科の二診制とし、医療体制の充実を図ります。

【議第７５号】平成２３年度草津栗東休日急病診療所特別会計補正
予算案を可決しました（２，３０９万円の増額補正）

　市民交流プラザ（フェリエ南草津5階）では南草津創業オフィスを設置し、独自の技術やアイデア等により事業
を展開する人の交流や支援を行ってきましたが、設置当初の目的を果たし、現在では周辺に類似施設が見られる
などの理由から、この事業を平成２４年２月に廃止します。その後は小会議室として広く市民の皆様に活用いた
だけるように改修します。

【議第７９号】草津市立市民交流プラザ条例の一部を
改正する条例案を可決しました

　建設予定地（農業者トレーニングセンター跡地）の地中から過去の廃棄物が発見され、その廃棄物を処分する必要
が生じたため、処分費（1億877万3,700円）を増額します。これに伴い、工期についても平成25年2月末に延期し
ています。

　当初　5億9,804万8,500円　→　変更後　7億682万2,200円（1億877万3,700円の増額）

【議第８１号】契約の変更（学校給食センター改築工事）に
ついて可決しました




